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1. はじめに 

我々は，ユビキタス環境においてユーザの状

況(コンテキスト)を参照して，最適なタイミン

グで最適な内容のサービスを，効率的かつ安全

に提供できるユビキタスサービス基盤の研究開

発に取り組んでいる[1]．本基盤では，参照する

コンテキストの質にサービスの品質が大きな影

響を受けるため，高い信頼性を持つコンテキス

トを生成する仕組みが重要となる．本報告では，

ユビキタス環境に存在する多数のセンサからデ

ータを収集しコンテキストを生成する，ユビキ

タスサービス基盤におけるセンサ管理機構のア

ーキテクチャについて述べる． 

 

2. センサ管理機構のアーキテクチャ 

我々が開発中のセンサ管理機構は次の３つの

機能を提供するものであり，それぞれに満たす

べき技術要件が存在する(表 1)[2]．センサ管理

機構のアーキテクチャは，これらの技術要件の

実現を目的に開発したものである． 

センサデータ収集機能：コンテキストの元と

なるデータをネットワークに接続された小

型センサや様々な端末から収集． 

コンテキスト変換機能：センサデータから上

位の情報であるコンテキストを生成・記述． 

コンテキスト流通機能：生成・変換されたコ

ンテキストを高速に検索・発見・参照でき

るように流通． 

(基本コンセプト) 
本アーキテクチャは，センサデータの収集／

変換など一連のデータ処理を実行するモジュー

ルを基本単位に，各モジュールをネットワーク

で接続し，モジュールの処理内容を設定するだ

けでセンサ管理機構を構築することを特徴とす

る(図 1)． 

各モジュールは入出力とデータ変換を担うサ

ブモジュールを組み合わせて処理を実行するよ

うに構造化されており，構築するセンサ管理機

構のシステム構成に応じて処理内容を設定して

利用する．モジュールにおけるサブモジュール

の組み合わせ，データ処理内容，モジュール間

の接続はそれぞれルールで記載されており，各

ルールの変更によりセンサ管理機構のシステム

構成が変更可能である． 

このように構造化されたモジュールとルール

ベースのシステム構成設定を組み合わせること

で，モジュール間での処理内容の複製や移動が

ルール変更のみで可能となり，通信量や処理負

荷の増大により機器に障害が発生した場合にも

障害の回避や復旧を迅速に実現可能となる(図

２)． 

サブモジュールは，次の５種からなり，セン

サ制御サブモジュールを用いることでセンサデ

ータ収集機能が，変換サブモジュールを用いる

ことでコンテキスト変換機能が，また，モジュ

ール入力／モジュール出力／サーバ制御サブモ

ジュールを用いることでコンテキスト流通機能

がそれぞれ実現できる．  

センサ制御：センサを制御してセンサデータ

を収集し，変換サブモジュールに送付． 

モジュール入力：他モジュールからコンテキ

ストを受け取り，変換サブモジュールに送付． 

変換：モジュールに入力されたセンサデータ

／コンテキストを変換し，モジュール出力／

サーバ制御サブモジュールに送付． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. センサ管理機構のアーキテクチャ 
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モジュール出力：他モジュールに対してコン

テキストを送付． 

サーバ制御：コンテキストサーバなどセンサ

管理機構の外部へコンテキストを送付． 

(試作) 
本アーキテクチャを，PC および小型ボードコ

ンピュータ上のソフトウェアモジュールとして

試作した(図３)． 

モジュール入力／出力サブモジュールによる

モジュール間通信には SOAP を HTTP 上で利用す

ることで，固定アドレスによる各モジュール/コ

ンテキストへのアクセスを可能として「位置透

過性」を実現している． 

また，各モジュールはモジュール全体の動作

を制御するモジュール制御部と各モジュールの

動作状態を管理するための監視部を備えている．

監視サーバが各モジュールの持つ監視部と通信

しシステム全体の動作をチェックすることで，

通信量や処理負荷の増大により処理を担当する

機器に障害が発生した場合に，外部から構造ル

ールを書き換えることで「耐障害性」を実現し

ている． 

変換処理の記述に ECA(Event，Condition，

Action)ルールを採用し，「記述形式／変換形

式」の変更にも容易に対応可能としている． 

 

3. おわりに 

 本報告では，我々が開発したセンサ管理機構

のアーキテクチャについて述べた．本アーキテ

クチャは，構造化モジュールによりセンサ管理

機構が備えるべき技術要件の実現を可能にする

ものである．現在までに，位置透過性，耐障害

性，記述形式／変換形式を本アーキテクチャ上

で試作し，その有効性を確認した． 

 今後は，残りの技術要件の実現，センサで発

生するデータ検知ミスの推定技術など，高い精

度を持つコンテキストを生成可能なセンサ管理

機構を本アーキテクチャ上で実現する予定であ

る． 
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表 1. センサ管理機構の機能と技術要件 

機能 技術要件 

位置透過性 どこに接続しても，同じ方法にてコンテキストを利用可能 

プラグ・アンド・プレイ 未知のコンテキストであっても，内容を解釈/利用可能 

耐障害性 データ量／処理量による負荷増大やシステム障害を回避 

コンテキスト

流通 

プライバシ／セキュリティ 所有者の意向を反映した利用／参照管理 

記述形式 センサデータから高次コンテキストまでを表現可能な記述形式 コンテキスト

変換 変換形式 センサデータやコンテキストを組み合わせて新しいコンテキスト

を生成する形式 

プラグ・アンド・プレイ 未知のセンサであっても，制御／データ取得が可能 センサデータ

収集 耐障害性 データ量／処理量による負荷増大やシステム障害を回避 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 障害時のシステム構成変更例              図 3. 試作システム 
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